
新
潟
・寺
地
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
西
頸
城
郡
青
海
町
大
学
寺
地
字
大
門

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
佐
藤
敦
史

５
　
遺
跡
の
種
類
　
迫退
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
遺
跡
の
調
査
は
北
陸
新
幹
線
に
伴
う
も
の
で
、
調
査
地
点
よ
り
約
二
〇

〇
ｍ
北
に
は
縄
文
中
期
の
ヒ
ス
イ
エ
房
跡
で
あ
る
国
指
定
史
跡
寺
地
遺
跡
が
所

在
す
る
。
遺
跡
が
法
線
内
に
も

広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
の
で
、
調
査
に
至

っ
た
。

調
査
地
点
は
町
道
を
挟
ん
で

１
区
と
２
区
に
分
け
ら
れ
、
独

立
丘
陵
上
の
１
区
は
寺
地
地
区

の
鎮
守
で
あ
る
松
尾
神
社
の
裏

に
位
置
す
る
。
２
区
は
西
側
の

山
か
ら
流
れ
出
た
小
河
川
が
形

成
し
た
小
さ
な
一扇
状
地
上
に
立
地
し
、
木
簡
は
二
点
と
も
２
区
か
ら
の
出
土
で

あ
る
。
こ
の
西
側
の
山
頂
に
は
上
杉
景
勝
が
越
中
進
出
の
際
利
用
し
た
松
山
城

が
所
在
す
る
。
ま
た
、
近
隣
に
は
松
山
城
落
城
の
際
に
焼
失
し
た
金
剛
寺
と
い

う
寺
院
の
所
在
を
伝
え
る
伝
承
が
あ
り
、
こ
の
寺
院
が

「寺
地
」
と
い
う
地
名

の
由
来
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

地
元
の
伝
承
な
ど
に
よ
れ
ば
、
寺
地
村
は
中
世
に
は
調
査
地
点
に
近
い
山
麓

付
近
に
あ
り
、
近
世
に
海
岸
近
く
の
砂
丘
上
に
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
旧
寺
地

村
は
村
高
百
十
石
余
り
の
小
村
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
付
近
に
し
て
は
珍
し
く
砂

浜
が
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
揚
げ
浜
式
製
塩
に
よ
る
塩
業
と
漁
業
が
営
ま
れ
、

塩
の
信
州

へ
の
運
送
は
大
き
な
収
入
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

（青
海
町
役

場

『青
海
―
そ
の
生
活
と
文
化
―
』
一
九
六
六
年
）。

二
点
の
木
簡
の
内
、
い
は
包
含
層
の
Ⅱ
層
か
ら
、
②
は
Ⅲ
ａ
層
か
ら
出
土
し

た
。
水
洗
中
に
墨
痕
を
見
出
し
た
た
め
、
詳
細
な
出
土
状
況
は
不
明
で
あ
る
。

Ⅱ
層
か
ら
は
主
に

一
人
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
後
半
の
、
Ⅲ
層
か
ら
は

一
五
世
紀

後
半
か
ら

一
七
世
紀
の
唐
津
焼

。
伊
万
里
焼

・
越
中
瀬
戸
焼
な
ど
陶
磁
器
類
が

多
く
出
土
し
、
他
に
下
駄
な
ど
の
木
製
品
も
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
花
粉
分
析

の
結
果
で
は
Ⅱ
層

・
Ⅲ
ａ
層
と
も
に
耕
作
と
そ
れ
に
よ
る
攪
乱
の
痕
跡
が
見
ら

れ
、
木
簡
の
年
代
が
遡
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
他
に
自
然
流
路
か
ら
は
舟

形
二
点
や
箸
状
木
製
品
が
出
土
す
る
な
ど
水
辺
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性

も
あ
る
。

(糸魚川)



2001年 出上の木簡

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

ω
　
・
日
□
口
□
納
七
斗
入
　
向
山
孫
左
衛
門
」

。
［日日日日日日日日日口‐‐日田日日‐‐　日日日日日日日日日田日日日日日日］」　　　　　　　　　（］∞〇）〉〈卜
牌〉〈卜
　
〇∽Φ

②
　
　
「
ひ
う
ち
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岸震
×
Ю牌×
８

（該
当
型
式
な
し
）

⑪
は
上
端
部
が
折
り
取
ら
れ
、
さ
ら
に

「七
斗
」
の
部
分
で
大
き
く
屈
折
し

て
い
る
。
「七
斗
」
部
分
の
折
れ
は
斜
め
に
直
線
的
な
の
で
刃
物
に
よ
っ
て
折

ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
中
途
ま
で
縦
に
割
れ
が
入
り
、
左
右
に
裂
け
て
三
分

で
き
る
状
態
で
出
土
し
た
が
、
廃
棄
に
伴
う
人
為
的
な
も
の
か
分
ら
な
い
。
調

整
は
表
裏
と
も
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
両
面
と
も
や
や
粗
雑
で
あ
る
。

旧
歌
村
で
あ
る
青
海
町
字
向
山
に
は
現
在
で
も

「孫
左
衛
門
」
の
家
号
が
残

り
、
「向
山
孫
左
衛
門
」
は
地
名
十
家
号
が
記
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
木
簡
は
年
貢
納
入
に
関
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
「納
―
斗
入
」
の
書
式

の
事
例
が
福
井
城
跡
出
土
木
簡
と
佐
渡
奉
行
所
跡
出
土
木
簡
に
限
ら
れ
る
の
で
、

「納
」
字
は
北
陸
の
地
域
性
を
反
映
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
年
貢
に
関

す
る
木
簡
と
す
れ
ば
、
中
札
か
外
札
か
が
問
題
と
な
る
。
各
地
の

「五
人
組
帳

前
書
」
を
概
観
す
る
と
中
札
に
は
俵
斗
量
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
外
札
に
は

「何
の
年
の
御
年
貢
米

。
国
郡
村
名

・
納
主

・
俵
貫
目

等
」
を
記
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
外
札
の
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
年
貢
納
入
の
木
簡
と
す
れ
ば
、
近
世
年
貢
関
係
の
木
簡
は
、
主
に
城

下

。
城
内
や
代
官
所
付
近
な
ど
廃
棄
地
点
の
出
土
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
い
は

村
方
の
出
土
で
、
こ
こ
で
木
簡
が
廃
棄
さ
れ
た
理
由
が
不
明
で
あ
る
こ
と
や
、

「向
山
孫
左
衛
門
」
は
歌
村
の
年
貢
納
入
者
と
考
え
ら
れ
る
が
、
歌
村
は
現
存

す
る

「年
貢
割
付
書
」
に
よ
れ
ば
皆
金
納
と
さ
れ
、
米
な
ど
の
年
貢
納
入
は
考

え
が
た
い
点
な
ど
が
問
題
で
あ
る
。　
一
方
、
斗
量
に
関
し
て
も

一
般
に
年
貢
俵

が
四
斗
か
ら
四
斗
五
升
と
さ
れ
て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
、
七
斗
は
大
変
多
い
。

た
だ
、
春
日
山
城
の
発
掘
調
査
で
井
戸
跡
か
ら

「米
七
斗
」
と
記
さ
れ
た
戦
国

末
期
の
付
札
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
と
の
関
連
性
も
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る

（上
越
市
教
育
委
員
会

『国
指
定
史
跡
春
日
山
城
跡
発
掘
調
査
概
報
Ⅷ
』
一

九
八
五
年
）。
以
上
の
問
題
点
を
顧
み
る
と
安
易
に
年
貢
に
関
す
る
木
簡
と
す
る

こ
と
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
の
上
端
は
隅
が
や
や
丸
く
な
る
が
調
整
痕
跡
は
明
確
で
な
く
、
下
端
も
水

平
に
切
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
左
側
面
に
は
調
整
痕
が
若
千
残
る
が
、
右
側
と

裏
は
材
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
あ
る
。
表
面
だ
け
は
き
れ
い
に
調

整
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
裏
面
は
上
端
か
ら
三
〇
ｍｍ
の
部
分
を
厚
さ
約
四
ｍｍ
で

切
り
取
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
下
は
何
か
を
挟
み
込
む
よ
う
に
中
途
ま
で
割
け
目
を

入
れ
て
あ
る
。

墨
痕
は
比
較
的
明
瞭
で
、
「ち
」
は
長
く
仲
ば
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で

あ
る
。
「ひ
う
ち
」
は
近
郊
の
火
打
山
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
山
を
遺
跡

周
辺
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。　
一
方
、
旧
寺
地
村
に
残
る
天
和
三
年
間
九



月

『越
後
国
頸
城
郡
寺
地
村
御
検
地
水
帳
』
に
は

「寺
地
村
田
方
」
の
中
に

「火
打
町
」
と
い
う
地
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
の

「火
打
町
」
の
現
地
比
定
は
出

き
な
い
が
、
地
名
と
理
解
し
た
方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

両
木
簡
と
も
具
体
的
な
内
容
を
確
定
で
き
ず
、
現
在
ま
で
の
調
査
で
判
明
し

た
事
実
を
記
し
た
。
特
に
ω
は
今
後
、
調
査
区
に
近
接
す
る
松
尾
神
社
と
の
関

係
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
②
の
地
名
を
記
し
た
付
札
状
木
簡
も
こ
の
神
社

と
の
関
係
か
ら
、
神
社

へ
の
奉
納
品
な
ど
に
付
さ
れ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
木
簡
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
元
国
学
院
大
学
林
陸
朗
氏

。
新
潟
大
学

原
直
史
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

新
潟
県
教
育
委
員
会

・
⑭
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『北
陸
新
幹
線

関
係
発
掘
調
査
報
告
書
Ｉ
　
寺
地
遺
跡
』
全
一〇
〇
二
年
）

側
新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

『新
潟
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
年

報
　
平
成

一
三
年
度
』
０
一〇
〇
二
年
）

（田
中
一
穂
）

卵

(1)

(写真は赤外線による)




